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平成 27 年 第 5 回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  平成 27年 5月 26日（火） 午後 2時 

 

２ 招集場所  大河原町役場 議員執務室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員長、一盃森広志委員（職務代行者）、丹羽宜博委員、吉田いづみ委員、 

齋一志教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   教育総務課長 尾形 彰、生涯学習課長 鈴木邦弘、学校教育専門監 千葉 英一 

 

５ 開  会  午後 2時 

 

６ 平成 27年第 4回教育委員会定例会会議録の承認について 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。  

       齋教育長、吉田委員 署名。 

 

７ 平成 27年第 5回教育委員会定例会会議録署名の委員指名について 

   舟山委員長  丹羽委員、一盃森委員を指名する。 

 

８ 教育長報告   

なし（10 その他 で報告あり） 

 

９ 議 事  

  議案第 20号 大河原町学校給食運営審議会委員の任命について 

   （教育総務課長説明） 

   大河原町学校給食運営審議会委員の任命について説明申し上げる。 

資料は１ページから 2ページである。 

   今回 1ページの通り、新たに 3名の審議員の任命となる。 

   （各委員の経歴紹介） 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

   

議案第 21号 大河原町障害児就学指導審議会委員の委嘱について 

  （教育総務課長説明） 

   大河原町障害児就学指導審議会委員の任命について説明申し上げる。 

資料は 3ページから 4ページである。 
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   今回任期満了により全ての委員が平成 29年 3月 31日までの委嘱となる。 

  （各委員の経歴紹介） 

 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

 

議案第 22号 大河原町社会教育委員の委嘱について 

     （生涯学習課長説明） 

   大河原町社会教育委員の任命について説明申し上げる。 

資料は 5ページである。 

   今回任期満了により全ての委員が平成 29年 3月 31日までの委嘱となる。 

  （各委員の経歴紹介） 

 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

 

 議案第 23号 大河原町文化財保護委員の委嘱について 

     （生涯学習課長説明） 

   大河原町文化財保護委員の任命について説明申し上げる。 

資料は 6ページである。 

   今回任期満了により全ての委員が平成 29年 3月 31日までの委嘱となる。 

  （各委員の経歴紹介） 

 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 

 

 議案第 24号 大河原町スポーツ推進委員の委嘱について 

     （生涯学習課長説明） 

   大河原町スポーツ推進委員の任命について説明申し上げる。 

資料７ページである。 

   今回任期満了により全ての委員が平成 29年 3月 31日までの委嘱となる。 

  （各委員の経歴紹介） 

 

   舟山委員長 （委員全員に諮って）承認する。 
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１０ その他 

（１） 教育長報告 

（説明者：齋教育長） 

資料は別紙資料である。 

Ⅰ 宮城県町村教育長会総会 

     平成 27年 4月 30日 14：00～ 富谷町で開催。 

     役員改選により、大河原町教育長が会長、大河原町教育総務課が事務局になった。 

 平成 27年 5月 14～15日 東北町村教育長連絡協議会定期総会に出席。 

来年度東北定期総会が、宮城県開催で大河原町が当番になる予定。 

      

   Ⅱ 放課後子ども教室 

     11日（月） 大河原小学校、大河原南小学校 

     13日（木） 金ケ瀬小学校  

     地域のスタッフに支えられてスタート 

 

   Ⅲ 小学校運動会 

     16日（土） 大河原小学校  

      雨の中スタート。開始前の会場準備時、教職員・PTA・関係者の一致団結で素晴らしい連携

の姿がみられ非常に素晴らしかった。 

      大河原小学校 今年から 5年生が大河原音頭。他学年や地域の皆さんも入り盛り上がった。 

     23日（土） 金ケ瀬小学校、大河原南小学校 

      金ケ瀬小学校 音楽の中で玉入れと踊りを行った。 

       

        毎年同じことをやるだけでなく、新たな取り組みを行い、地域の皆さん保護者の皆さんと

一緒に楽しむ姿が見られる、非常によい運動会だった。 

 

   Ⅳ 「明日の青少年を育てる会」総会 

 

   Ⅴ 不登校対策 

     仙南地区は県内でも不登校が多い状況となっているが、各学校先生方の努力もあり、     

昨年よりも不登校児童が減っている。中体連後等の休み明けも引き続き対策を強化してい

きたいと思う。 

     

   Ⅵ 「報道機関」を積極的に活用したい 

     地域の子供たちが頑張っている姿をお知らせしていきたい。 

体育館建て替えにより、金ケ瀬中学校体育館お別れ会が開かれた。 

     金ケ瀬出身のアナウンサー佐藤郁美さんから講話をいただいた。 
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      自分の失敗談をきっかけにオーディションに応募したことで自分の道が開かれた経験か

ら、失敗した時にもあきらめないで希望を見出すことを子供たちに語りかけていただいた。 

      

    Ⅶ 柴田郡学校保健会 

      13日（水）13：30～金ケ瀬小学校で開催。 

      「すこやか表彰」について、今後は賞状伝達のみとする。 

       柴田町 玉野井校医より歯磨きの大きな効用～丁寧な歯磨きでインフルエンザ防御効果。 

        

   その他 

① 「アイディア教員」「思いやり教員」「健康教員」の発掘。 

② 重点事項は簡潔に。的を絞る。教科指導重点の再確認が大事。 

学力テストの結果を即確認し、授業に取り入れていく。 

③ 共通行動＝学校力 調和を大事に 

④ 学習環境 

       遊具等の安全点検の徹底。複数の目で。 レーキでけがをする事故有り。 

       ゲーム・スマホの問題。新たな問題も出てきているので、全町で継続して取組。 

⑤ 仙台法務局 大河原支局より 人権週間 作文・イラスト応募に参加。人権教室実施。 

       

   管内教育長会議より 

    ・教職員の事故防止  交通事故等の防止。教員免許更新の確認。信用失墜行為の防止。 

               体罰の根絶。情報等の管理徹底。 

    ・教員の校長・教頭試験、講師の採用選考 日程 

    ・管理職の教職員に対する指導等 

・学校事務の共同実施 平成 28年度から、学校に事務１人を置く体制から町内に集まってやる

体制へ。事務の効率化、事務員の育成等を図るため。 

 

（質 疑）     

  舟山委員長    事務職員の共同実施は完全に一か所に集まるのか？ 

  教育長       将来はそうなっていくと思うがまずは徐々にである。これは全国的な流れである。 

 

  一盃森委員    放課後子ども教室の活動状況と 3校連携した取り組みなどあるのか。 

  生涯学習課長    学校ごとにリーダーを置いている。5～6名で実施。 

           事務担当は生涯学習課に一人ずつ割り当てており、各校の連絡調整は事務担当で

随時行っている。 

  舟山委員長    指導者の考えで各校それぞれの活動を行っているのか。 

  生涯学習課長   宿題の後、協力者の方々の得意分野で指導している。 
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教育長       国主導で始まった事業だが、各地で人材不足が問題となっている。大河原町で

は、子供と関わることを生きがいとしているボランティアの方々に一生懸命働い

ていただいて本当にありがたいと思っている。 

  舟山委員長    子どもたちへの関わりを持ちたい方々は潜在的にもっといると思う。 

一盃森委員    次に繋げていくということも考えていかなければないのではないか。 

教育長      募集は随時行っており、保険も掛けており、報酬もある。 

生涯学習課長   現場には、職員も必ず付いている。 

  舟山委員長       誰でも行けるものではないのか。 

  生涯学習課長   登録制である。申し込みが定員を超える学校もある。 

  教育長      誰でも行けるところでは児童クラブがある。 

 

  吉田委員     レーキの事故について説明してほしい。 

  生涯学習課長   安全管理面では固定で壁にかけていた状況。公園なので NPO 管理の場所だが、

管理方法は適切であったと思われる。 

           その周りで子供たちが遊んでいたらしい。 

  吉田委員     部活の送迎について。送迎時に万が一の場合は責任を求めないという「同意書」

提出を求められたことがあり、万が一の場合の補償問題を考えさせられた。 

  丹羽委員     車の事故等の可能性も考えておく必要がある。 

  一盃森委員    中学校の部活の送迎については、土日の活動もありなかなか補償も難しい。 

           親の会のある部とない部もあり、送迎の仕方も様々。 

  丹羽委員     万が一の補償は必要だと思う。送迎する親は搭乗者保険加入が必要では。 

  舟山委員長    年度当初に、送迎や万が一の場合においての責任事項等について、部の先生と

親の合意形成が必要だと思う。 

    

（２） 各課長報告   

（説明者：教育総務課長、生涯学習課長） 

6月の行事予定を説明申し上げる。資料 8ページ～14ページである。 

 

１１ 次回教育委員会の開催日程について 

舟山委員長  次回の定例会は、平成 27年 6月 24日（水）午後 2時から開会する。 

 

１２ 閉会宣言  午後 3時 47分 

 

平成 27年 6月 24日 

 

      署名委員 

 

      署名委員 


